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平
和
の
尊
さ
を
学
ん
だ
3
日
間

　

8
月
5
日
か
ら
7
日
に
か
け
て

市
内
各
中
学
校
の
代
表
生
徒
12
人

が
原
爆
投
下
か
ら
73
年
目
と
な
る

広
島
市
に
派
遣
さ
れ
、
生
命
や
平

和
の
尊
さ
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
被
爆
体
験
者
の

講
話
を
聴
講
し
、
他
県
の
中
高
生

と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
す
る
な
ど
、
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
実
現
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
広
島
平
和
記
念
式
典

に
参
列
し
、
各
中
学
校
の
全
校
生

徒
で
制
作
し
た
折
り
鶴
を
「
原
爆

の
子
の
像
」
に
献
呈
し
、
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
い
ま
し
た
。　

姉
妹
都
市
・
北
海
道
松
前
町

　
8
月
1
日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、

梁
川
中
学
校
の
生
徒
5
人
が
松
前
町

を
訪
問
し
、
松
前
中
学
校
の
生
徒
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

松
前
氏
梁
川
藩
の
家
老
で
絵
師
で

あ
っ
た
、
蠣か

き
ざ
き崎

波は
き
ょ
う響

の
絵
を
通
し
て

地
域
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
将

来
を
担
う
中
学
生
同
士
が
友
情
を
育

み
ま
し
た
。

友
好
交
流
都
市
・
滋
賀
県
草
津
市

　

市
内
の
小
学
生
11
人
が
、
8
月
2

日
か
ら
5
日
ま
で
草
津
市
を
訪
れ
、

自
然
体
験
や
歴
史
探
索
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
、
草
津
市
の
小
学
生
と
交

広島平和記念式典派遣事業 

都市間交流
（姉妹都市・友好交流都市との交流）

市
内
の
小
中
学
生
が
、
広
島
平
和
記
念
式
典
や
姉
妹
都
市
・
友
好
交
流
都

市
と
の
各
種
交
流
事
業
に
参
加
し
、
現
地
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
の
有
人
島
「
沖
島
」
で
は
、

住
民
か
ら
沖
島
の
暮
ら
し
や
歴
史
を

学
び
、
地
域
の
特
色
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

友
好
交
流
都
市
・
長
野
県
南
牧
村

　

7
月
31
日
か
ら
8
月
3
日
の
4
日

間
、
市
内
の
小
学
生
39
人
が
南
牧
村

の
野
辺
山
高
原
で
、
自
然
体
験
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
村
の
滝
沢
牧
場
で
は
、
牛
の
乳

し
ぼ
り
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
づ
く
り

な
ど
、
酪
農
を
体
験
。
こ
の
ほ
か
、

南
牧
村
の
小
学
生
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し

み
、
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
交
流

し
ま
し
た
。

次
世
代
の
若
者
を
育
て
る
、

　
　
　
　
　
　 

ひ
と
夏
の
体
験

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業 

都
市
間
交
流 
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1. 松前町は書道が盛ん。うちわ作りで交流
を深める /2. かつて宿場だった草津市の歴
史を学ぶ /3. 南牧村の産業のひとつである
酪農を体験
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